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和
気
町
議
会
、
基
本
の
キ
ホ
ン

特集

町議会議員の仕事

町長と議員の関係

はじめに
　今回の特集では議会の仕組みについて解説します！
　専門用語の多い町議会。「条例案」や「補正予算」とかいきなり
言われてもちんぷんかんぷん。しかし、仕組みさえわかれば、
意外とカンタンです。

　議員のメインの仕事は、行政から提出された条例案と予算案の議決です。
議決とは各議員が議案に対して「賛成です！」「反対です！」と意思表示
することで、過半数が賛成すれば可決、過半数が反対すればその議案は否
決されます。
　条例案とは、和気町のルールのこと。条例は、国でいう法律にあたります。
予算案とは、行政がつくる「集めた税金をこういう風に使いますよ！」と
いう案のことです。
　他にも住民からのお願いである「陳情」と「請願」の採択や一年間に使っ
た税金の決算の認定、副町長や教育長の承認などたくさんあります。
　ざっくり言うと、町民の暮らしを良くするために、和気町のルール（条例）
を作ったり変えたり廃止したり、和気町のお金（150億円くらい）を行政が
どう使うのかを決めたり（予算）、そのお金が正しく使われているか（決算）
をチェックしたり、新しくアイデアを出したり、国や県に対して意見を出
したり･･･そのようなことをやっています！

　町長と議員って具体的に何が違うの？という質問を受けることがあり
ます。どちらも選挙で選ばれますが、明確に違うのは役割です。町長は「行
政（役場）の代表」、議員は「町民の代表」と言われています。予算案を
作るのが町長（行政）で、その予算案が良いか悪いかを決めるのが議員の
役割。
　予算案を作れるのは町長だけですが、条例案は議員も作ることができ
ます。

行政の
代表
行政の
代表

町
長
町
長

町民の代表町民の代表

町議会議員町議会議員町政町政

報告・提案

チェック・提案

報告・提案

チェック・提案
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１年間のスケジュール

定 例 会

＊提案（上程）

＊質疑と委員会付託

＊一般質問

＊意見表明（討論）と採決

　和気町では、３月・６月・９月・１２月と、１年間に４回定例会が開かれていますが、時期によっ
て話し合う内容は変わってきます。

＊３月定例会では、主に次年度の当初予算案が議題にあがります。１年間の税金の使い方を
決めます。和気町全体の予算を話し合います。

＊６月、１２月定例会では、主に補正予算について話し合います。補正予算とは、「以前お金
を〇〇に使うと言いましたけど、必要なくなりました」とか「災害対策のお金が急に必
要になったので、予算に追加します」など、当初予算の内容を変更する案のことです。

＊９月定例会では、決算の認定をします。前年度の予算が、正しく使われたのかどうかを調
査します。

　例会の初日に行われます。定例会で議論することが、ここですべて紹介されます。

　上程が終わったら、議員から議案に対する質疑が許可されます。質疑が終わると、議案の性
質ごとに委員会で話し合われます。
　現在和気町議会では、次の４つの委員会が設置されています。
＊総務文教常任委員会  ＊和気鵜飼谷温泉事業特別委員会
＊厚生産業常任委員会  ＊防災都市公園整備事業特別委員会

　議員がそれぞれ専門性を活かし、独自の質問をします。議員には４０分間が与えられ、町政
全般について質問や提案を行います。希望者制で、人数に応じて 1～２日にかけて行われます。
傍聴者数が一番多いのがこの日ですね！

　定例会最終日には討論と採決が行われます。討論では、議員が演壇で最後の意見表明を行
います。その後に行われるのが採決。賛成、反対の意思表示をします。町のルールやお金の
使い方を決めるとても重要な日になります。
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議場案内

議員席最上段から。
向かい合うのが町長をはじめとした
行政幹部の方々。

議長席から。
現在の議長は安東哲矢議員が務めて
います。

写真左の傍聴席は３０席。新聞記者
の方も取材に来ます。
どなたでも気軽に傍聴できますの
で、興味のある方はぜひ本庁舎３階
へお越し下さい！

みなさんがご覧になっている中継や
録画は、実はこのように撮影されて
います。
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　このたびの３月議会定例会は、国内で新型コロナウイルス

の感染者が増加していく中、リスク軽減のためすべての会議

の時間短縮を図ってまいりました。

　定例会初日に議会全員協議会を開き、一般質問を自粛する

ことについて協議いたしました。一部の議員から一般質問の

通告希望がありましたが、町民、職員や議員の安全を第一に

考え、議会として今期定例会における一般質問を自粛する

ことを決断いたしました。

　私たちは、町民の目線に立って議会活動に邁進し、町政

発展のために尽力してまいりたいと考えております。

　何卒、ご理解を賜りますようお願いいたします。

一般質問の自粛について

和気町議会  議長　安 東    哲 矢
議会議員 一同
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３
月
議
会
定
例
会
令
和
２
年
３
月
３
日
〜
３
月
18
日

令和２年度一般会計予算

76億8,000万円を可決

本庁舎に非常用電源設備を整備
大規模災害に備えて、７２時間連続稼働できる非常用電源設備を整備
し、災害時の防災拠点の機能確保を図る。

1億1,110万円

ドローン活用推進事業
○ 実用化を想定した配送の実施
○ 行方不明者の捜索　　　　　○ スマート農業の普及啓発

1,033万円

反
対
意
見

● 

西
中 

純
一 

議
員

　

停
電
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
や
町
立
体
育
館
に
大
型
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
な
ど
の
防
災
対
策
は
評
価
す
る

が
、
隣
保
館
管
理
費
、
人
権
啓
発
推
進
費
、
集
会
所
管
理
費
を
含
め
て
人
権
事
業
に
３
０
０
０
万
円
以
上
、
こ
れ

は
差
別
解
消
に
役
立
た
な
い
の
で
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
元
年
６
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
９
６
５

万
円
の
ド
ロ
ー
ン
の
実
験
事
業
の
検
証
が
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
１
０
３
３
万
円
を
使
う
こ
と
に
な
る
が
、
積
算

根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
し
、Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
の

会
社
登
記
簿
を
見
る
と
、
業
務
内
容
の
か
な
り
の
部
分
が
町
の
検
証
実
験
と
重
な
る
。
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農

林
業
、害
獣
駆
除
、日
用
品
の
医
薬
品
販
売
事
業
、写
真
測
量
解
析
情
報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
設
計
等
が
多
々
見
ら
れ
る
。

農
業
委
員
会
費
の
撮
影
委
託
料
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
で
実
施
し
て
い
た
も
の
を
、
人
的
実
施

か
機
械
で
で
き
る
か
の
検
証
だ
が
、こ
れ
も
随
意
契
約
で
実
施
で
あ
る
。
７
６
８
万
円
の
委
託
先
は
２
社
で
あ
る
が
、

委
託
料
の
契
約
書
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
、
前
回
と
同
じ
契
約
内
容
で
あ
れ
ば
、
実
証
実
験
の
成
果
は
和

気
町
に
帰
属
し
て
お
ら
ず
、
同
事
業
を
推
進
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
し
、
後
で
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
社
や
親
会
社
の
Ｌ
社

の
営
業
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

賛
成
意
見

● 

神
﨑 

良
一  

議
員

　

私
は
次
の
点
か
ら
、
本
議
案
に
強
く
賛
成
す
る
。

①
和
気
町
は
平
成
30
年
に
国
土
交
通
省
及
び
環
境
省
か
ら
『
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
荷
物
配
送
モ
デ
ル
の
早
期
実
用
化

に
向
け
た
検
証
実
験
を
行
う
地
域
』
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
全
国
で
選
定
さ
れ
た
地
域
は
た
っ
た
の
５
か
所
だ
。

②
昨
年
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
地
撮
影
は
県
の
補
助
事
業
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
国
や
県
が
注
力
し
て
い
る
事

業
を
和
気
町
が
強
く
進
め
る
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
今
後
の
日
本
の
将
来
を
牽
引
す
る
事
業
を
和
気
町
か

ら
発
信
で
き
、
和
気
町
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
検
証
実
験
や
農
地
撮
影
な
ど

の
具
体
的
事
業
は
、
高
齢
化
や
就
農
者
不
足
の
農
業
問
題
の
解
決
策
を
見
い
出
す
意
義
も
大
き
く
、ま
た
、県

の
補
助
事
業
と
い
う
こ
と
で
80
％
の
補
助
が
あ
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

③
和
気
町
に
は
ド
ロ
ー
ン
航
空
隊
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
撮
影
実
施
に
際
し
て
は
同
行
・
立
会
い
を
し
、
訓
練
・

研
修
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
期
待
が
さ
れ
る
。

　
「
ド
ロ
ー
ン
事
業
と
い
え
ば
和
気
町
。
和
気
町
と
い
え
ば
ド
ロ
ー
ン
事
業
。」と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
今
日
、

ド
ロ
ー
ン
の
今
後
の
活
用
の
範
囲
は
急
拡
大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
ロ
ー
ン
事
業
の
強
い
推
進
が
、
和

気
町
の
将
来
を
担
う
大
き
な
要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
同
予
算
に
賛
成
す
る
。
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和気町学校給食共同調理場等条例の改正否決

＊
賛
否
の
状
況
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

老朽化した佐伯学校給食調理場を廃止して、本荘学校給食調理場を
有効活用し、調理配達を行うための改正です。

反
対
意
見

● 

從
野 

　
勝 

議
員

　

こ
の
問
題
の
原
点
は
、
平
成
９
年
４
月
か
ら
学
校
給
食
管
理
基
準
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
管
理
基
準
が
課
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
20
年
ま
で
い
ろ

い
ろ
と
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

和
気
町
は
和
気
調
理
場
を
平
成
22
年
に
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
善
を
し
、
平
成
23

年
に
は
、
本
荘
の
調
理
場
を
新
築
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
伯
調
理
場
に
お
い
て

は
新
し
い
管
理
基
準
が
示
さ
れ
た
後
も
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
、
修
理
補
修
は
さ
れ
て
き

た
が
、
管
理
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
大
き
く
改
善
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
を
迎
え
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
暗
に
、
学
校
の
合
併
あ
り
き
の
中
で
放
置
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
、
佐
伯
調
理
場
の
存
続
に
対
し
て
、
佐
伯
地
域
の
15
名
の
区
長
か
ら
議
長
と

町
長
に
対
し
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
佐
伯
調
理
場
の
存
続
の
み
な
ら
ず
、
佐
伯

地
域
の
学
校
を
残
そ
う
と
い
う
佐
伯
地
域
全
体
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

執
行
部
は
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
町
村
合
併
以
来
、佐
伯
地
域
は
人
口
減

少
を
は
じ
め
、多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
中
で
公
共
施
設
の
廃
止
は

佐
伯
地
域
を
よ
り
疲
弊
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
同
条
例
に
反
対
す
る
。

賛
成
意
見

● 

尾
崎 

智
美 

議
員

　

新
築
す
る
に
し
て
も
改
築
す
る
に
し
て
も
４
０
０
０
万
円
程
度
が
本
町
の
負
担
と
な
り
、

維
持
管
理
費
も
人
件
費
を
含
め
、
年
間
１
０
０
０
万
円
程
度
が
節
約
で
き
、
統
合
に
は
非

常
に
メ
リ
ッ
ト
が
多
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
る
。

　

温
度
測
定
に
よ
り
、
配
送
し
た
給
食
が
冷
め
る
心
配
も
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
荘

調
理
場
は
佐
伯
調
理
場
で
の
２
０
０
食
足
ら
ず
を
調
理
す
る
の
に
十
分
に
余
裕
が
あ
り
、

設
備
も
良
く
何
の
問
題
も
な
い
。

　

ま
た
、
一
番
の
当
事
者
は
児
童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
で
あ
り
、
説
明
会
で
は
、
保
護
者

か
ら
特
に
反
対
意
見
も
な
く
、
統
合
の
方
向
性
で
よ
い
と
い
っ
た
意
見
と
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。

　

今
回
、
佐
伯
調
理
場
の
存
続
の
要
望
書
が
出
て
い
る
が
、
署
名
し
た
区
長
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
調
理
場
の
存
続
と
い
う
よ
り
、
佐
伯
地
域
か
ら
施
設
が
な
く
な
る
こ
と
へ
の
寂
し

さ
か
ら
署
名
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
声
が
出
な
く
な
る
よ
う
に
、
執
行
部
に
は
佐
伯
地
域
に
も
手
厚
い
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
原
案
に
賛
成
す
る
。

● 

西
中 

純
一 

議
員

　

こ
の
対
応
は
、
平
成
29
年
ご
ろ
か
ら
「
佐
伯
調
理
場
廃
止
・
本
荘
調
理

場
か
ら
配
送
」あ
り
き
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
１
月
の
佐
伯
小
・
佐

伯
中
で
の
説
明
会
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の
資
料
を
見
る
と
、
改
修
、
新
築
、

他
の
調
理
場
か
ら
の
配
送
、
の
３
つ
の
改
正
案
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
荘

か
ら
の
配
送
が
望
ま
し
い
と
い
う
決
め
つ
け
の
資
料
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

新
築
は
２
億
６
４
０
０
万
円
と
提
示
し
て
い
る
が
、
改
築
の
試
算
は
出

し
て
い
な
い
。
私
と
し
て
は
、
本
荘
も
佐
伯
も
併
存
さ
せ
て
、
ど
ち
ら
も

教
育
活
動
が
自
由
に
な
る
の
が
一
番
好
ま
し
い
。
現
在
、
栄
養
教
諭
制
度

も
あ
り
、
郷
土
料
理
な
ど
の
食
育
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

る
に
多
く
の
町
村
が
セ
ン
タ
ー
化
や
民
間
委
託
を
し
、
異
物
混
入
事
故
も

発
生
し
て
い
る
。
佐
伯
調
理
場
廃
止
に
は
、
佐
伯
中
を
和
気
中
に
統
合
し

よ
う
と
い
う
魂
胆
が
み
え
る
。
学
校
統
合
で
、
和
気
・
石
生
・
日
笠
・
山

田
の
各
地
域
を
な
く
し
、
藤
野
小
学
校
の
名
前
も
壊
し
て
き
た
。
こ
れ
以

上
の
地
域
壊
し
は
や
め
て
ほ
し
い
。
食
べ
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

も
な
い
。
給
食
に
つ
い
て
も
素
晴
ら
し
い
教
育
環
境
を
佐
伯
地
域
に
も
残

し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
調
理
場
を
残
し
て
お
け
ば
、
災
害
時
の
炊
き
出
し

の
イ
ン
フ
ラ
に
も
な
る
と
思
う
。

● 

若
旅 

啓
太 

議
員

　

私
は
給
食
委
員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
子
供
た
ち
の
食
の
安
全
を
真
摯

に
議
論
を
し
て
き
た
。
学
校
給
食
法
の
定
め
る
衛
生
管
理
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
施
設
で
安
全
な
給
食
を
つ
く
っ
て
い
る
た
め
、
佐
伯
の
調
理
員

は
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
も
統

合
が
ベ
ス
ト
だ
。
建
て
替
え
や
増
築
に
お
金
を
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
お
金
を
子
供
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
。よ
り
よ
い
食
材
を
使
っ

て
ほ
し
い
、
い
い
学
習
教
材
、
い
い
教
育
の
た
め
に
そ
の
お
金
を
使
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
保
護
者
の
意
見
だ
。
統
合
が
一
番
の
選
択
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
の
食
の
安
全
と
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
未
来
を
、
そ
し
て
何

が
子
供
た
ち
の
た
め
に
ベ
ス
ト
な
の
か
を
真
摯
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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賛否の状況  ※賛否が分かれた議案のみ掲載

当
瀬 

万
享

西
中 

純
一

山
本 

泰
正

万
代 

哲
央

居
樹
　 

豊

山
本
　 

稔

神
﨑 
良
一

若
旅 
啓
太 

從
野
　 

勝

太
田 

啓
補

尾
崎 

智
美

○××××○○○××○

○×○○○○○○○○○

学校給食共同調理場等条例の改正

令和２年度一般会計予算

×○○○○×××○○×
「被災者生活再建支援制度の拡充を求める意見書」の
採択を求める請願書

議 案 等 の 名 称

請
願

「被災者生活再建支援制度の拡充を求める意見書」の採択を求める請願書

▶審査結果 ： 採択提出者：岡山市中区湊 130-12　災害対策連絡会岡山　伊原 潔

近隣の市・町の一部の事務を共同で行うため、一部事務組合を設置しています。
一部事務組合議会は、構成する市・町の議会から選出された議員が、予算や決算等について審議します。

一部事務組合議会

組　合　名 議　　案　　の　　件　　名 審議結果

令和元年度和気老人ホーム組合会計補正予算（第３号）について

令和２年度和気老人ホーム組合会計予算について

原案可決

原案可決

和 気 老 人 ホ ー ム 組 合
（和気町、備前市、赤磐市） 

令和２年度和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合会計予算について 原案可決
和気・赤磐し尿処理施設
一部事務組合（和気町、赤磐市）

令和元年度和気北部衛生施設組合会計補正予算（第３号）について

令和２年度和気北部衛生施設組合会計予算について

原案可決

原案可決

和気北部衛生施設組合
（和気町、備前市、赤磐市） 

（令和２年２月１８日開催）
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道
の
駅
は
ど
う
な
っ
た
か

西
中 

純
一 

議
員

問 

当
初
3
4
3
万
円
を

46
万
円
だ
け
使
っ
て
、

2
9
7
万
円
減
額
し

て
い
る
。

答 

今
田 

産
業
建
設
部
長

　
　

組
織
の
構
成
が
不
確

定
で
、
今
年
度
発
足

は
無
理
と
判
断
し
、

委
託
料
を
減
額
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

費
の
減
額（
約
６
９
０
０

万
円
）は
な
ぜ
か

太
田 

啓
補 

議
員

問 

利
用
者
が
少
な
か
っ

た
理
由
は
。
ま
た
、５

０
０
円
券
に
し
た
方

が
良
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

答 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　

住
民
税
非
課
税
者
の

約
２
割
の
利
用
し
か

な
か
っ
た
。
商
品
券

の
額
面
は
、
今
後
同

様
の
制
度
が
実
施
さ

れ
た
場
合
は
、
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

和
気
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
の
指
導
が
あ
っ
た
の
か

太
田 

啓
補 

議
員

問 

文
科
省
の
指
導
に
対

し
て
、
町
の
対
応
は
。

答  
万
代 

教
育
次
長

　
　

指
導
は
な
い
。
今
で

も
安
全
な
給
食
を
提

供
し
て
い
る
。

経
費
で
は
な
く
教
育
論
で

西
中 

純
一 

議
員

問 

教
育
論
で
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
先
生
方

の
意
見
で
は
、
学
校

の
行
事
が
や
り
に
く

く
な
る
と
の
こ
と
だ

が
。

答  

万
代 

教
育
次
長

　
　

行
事
と
の
関
係
で
は
、

配
送
車
の
予
備
車
を

今
後
検
討
し
た
い
。

佐
伯
給
食
調
理
場
の
補

助
率
変
更
は
ど
う
い
う

こ
と
か山

本 

泰
正  

議
員

問 

補
助
率
が
、
２
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
へ

の
変
更
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。

答  

草
加 

町
長

　
　

全
員
協
議
会
で
は
、

補
助
率
２
分
の
１
と

説
明
し
た
が
、
再
確

認
の
結
果
、
建
て
直

し
の
場
合
は
改
築
と

な
る
と
の
県
の
見
解

だ
。

給
食
調
理
場
の
廃
止
は

慎
重
に居

樹
　
豊  

議
員

問 

学
校
現
場
の
声
を
十

分
に
聞
く
べ
き
で
は
。

答  

徳
永 

教
育
長

　
　

運
営
委
員
会
で
は
、

学
校
長
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い

る
。

質
疑
と
答
弁
本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

条 

例

　　　 
←３月６日定例会の動画←３月 18 日定例会①の動画←３月 18 日定例会②の動画

佐伯調理場

本荘調理場
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Ｌ
Ｐ
ガ
ス
爆
発
の
危
険

性
は

万
代 

哲
央 

議
員

問 

非
常
用
電
源
装
置
の

L
P
ガ
ス
燃
料
は
地

震
発
生
時
に
爆
発
し

な
い
か
。

答 

新
田 

危
機
管
理
室
長

　
　
地
震
に
耐
え
る
強
度

で
整
備
す
る
。

長
寿
フ
ェ
ス
タ
を
取
り

や
め
、
な
ぜ
敬
老
祝
賀

会
か

山
本 

泰
正 

議
員

問 

高
齢
者
が
企
画
立
案

し
運
営
す
る
好
評
な

事
業
を
な
ぜ
廃
止
し
、

敬
老
祝
賀
会
を
行
う

の
か
。

答 
松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　
敬
老
祝
賀
会
は
多
年

に
わ
た
り
社
会
貢
献

さ
れ
た
高
齢
者
を
祝

う
た
め
計
画
し
た
。

　
　
長
寿
フ
ェ
ス
タ
が
好

評
で
あ
っ
た
の
は
承

知
し
て
い
る
が
、
今

年
度
か
ら
は
社
協
と

町
が
主
体
で
実
施
す

る
。

町
民
の
役
に
立
た
な
い

ド
ロ
ー
ン
で
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

9
6
5
万
円
の
実
証

実
験
後
、
7
6
8
万

円
の
委
託
料
が
か
か

る
。
町
民
の
利
益
に

な
ら
な
い
と
い
う
声

も
あ
る
が
ど
う
か
。

答  

立
石 

総
務
部
長

　
　
実
施
中
の
従
来
事
業

に
加
え
て
、
町
民
か

ら
の
要
望
の
声
が
多

い
薬
の
配
送
を
調
査

研
究
中
で
あ
る
。

各
種
検
診
項
目
の
拡
充

を

居
樹
　
豊  

議
員

問 

各
種
検
診
断
の
委
託

料
は
、
予
防
医
療
の

見
地
か
ら
検
査
項
目

の
拡
充
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答  

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
　
現
在
、
各
種
が
ん
検

診
を
行
っ
て
い
る
。

費
用
面
も
考
慮
し
、

今
後
、
医
療
機
関
の

検
査
体
制
な
ど
を
見

な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

ド
ロ
ー
ン
撮
影
委
託
料

（
1
0
0
万
円
）は
何
か

太
田 

啓
補 

議
員

問 

農
業
委
員
会
費
の
ド

ロ
ー
ン
撮
影
委
託
内

容
は
。
こ
れ
に
よ
り

農
業
パ
ト
ロ
ー
ル
員

の
費
用
が
削
減
で
き

る
の
か
。

答  

今
田 

産
業
建
設
部
長

　
　
山
間
部
の
耕
作
放
棄

地
の
荒
廃
状
況
を
確

認
す
る
。
農
業
委
員

な
ど
の
労
力
軽
減
や

人
件
費
の
削
減
が
で

き
る
と
考
え
る
。
今

年
度
は
支
援
事
業
と

し
て
試
験
的
に
行
う
。

令
和
２
年
度

一
般
会
計

予
算

LPガス非常用発電機　※写真はイメージです。
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

医
療
費
県
下
一
高
く

令
和
３
年
に
引
き
上
げ

る
の
か西

中 

純
一 

議
員

問 

１
人
あ
た
り
の
保
険

給
付
費
が
県
下
で
最

高
。
一
方
で
県
へ
の

納
付
金
は
５
０
０
０

万
円
以
上
減
少
し
て

い
る
。

答 

岡
本 

民
生
福
祉
部
長

　
　

予
算
的
に
は
、
療
養

給
付
費
が
４
０
０
０

万
円
減
、
被
保
険
者

数
も
減
で
あ
る
。
３

年
度
保
険
税
は
検
討

す
る
。

地
域
開
発
事
業
特
別
会
計

土
地
購
入
費
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

土
地
購
入
費
81
万
円

は
。

答 

野
山 

総
務
事
業
部
長

　
　

防
災
調
整
池
か
ら
吉

井
川
へ
放
流
す
る
の

で
、
土
手
へ
釜
場
を

つ
く
り
、
排
水
ポ
ン

プ
で
あ
げ
る
所
の
土

地
購
入
費
で
あ
る
。

宮
田
住
宅
の
解
体
後
の

利
活
用
は居

樹
　
豊 
議
員

問 

分
譲
地
に
す
る
予
定

と
あ
る
が
、
今
後
新

た
な
町
営
住
宅
の
建

設
は
不
可
能
と
な
る

の
か
。

答  

草
加 

町
長

　
　

宮
田
団
地
は
昭
和
40

年
代
前
半
に
建
設
し

た
も
の
で
、
解
体
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

敷
地
面
積
は
約
６
０

０
０
㎡
で
、
大
体
17

区
画
を
分
譲
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
策
定
業
務

で
４
４
０
０
万
円
の

委
託
料
は
。

答 

山
崎 

上
下
水
道
課
長

　
　

和
気
町
の
下
水
は
で

き
て
30
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
評
価
や
点
検
の

結
果
を
県
へ
提
出
す

る
。

上
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
の
経
営
戦
略

策
定
業
務
と
は
何
か

太
田 
啓
補 

議
員

問 

世
間
で
は
水
道
の
民

営
化
問
題
も
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
る
が
、

経
営
戦
略
策
定
業
務

と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答  

山
崎
上
下
水
道
課
長

　
　

本
町
の
水
源
地
の
問

題
、
老
朽
化
し
た
水

道
管
修
繕
の
問
題
な

ど
、
財
政
面
も
含
め
、

今
後
の
水
道
事
業
全

般
の
経
営
戦
略
を
策

定
す
る
。

 
簡
易
水
道
事
業
会
計

木
倉
、
益
原
水
道
連
絡

管
設
計
委
託
と
は

西
中 

純
一 

議
員

問 

連
絡
管
と
は
何
か
。

答  

山
崎
上
下
水
道
課
長

　
　

木
倉
か
ら
益
原
の
高

区
配
水
池
に
送
水
す

る
水
道
管
で
あ
る
。

令
和
２
年
度

特
別
会
計

予
算

矢田工業団地予定地



令
和
元
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

問 

に
こ
に
こ
園
臨
時
教

諭
賃
金
が
1
7
2
1

万
円
余
り
も
減
額
さ

れ
て
い
る
。
何
人
採

用
し
た
の
か
。

答 

3.5
人
で
あ
る
。（
当
初

10
人
を
見
込
ん
で
い

た
。） 

問 

3.5
人
で
来
年
度
当
初

で
足
り
る
の
か
。

答 

待
機
児
童
は
い
な
い

の
で
、
対
応
で
き
る
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
等

条
例
の
一
部
改
正

問 

佐
伯
調
理
場
は
古
い
。

安
全
安
心
の
た
め
改

築
を
望
む
。
改
築
の

検
討
は
。

答 

本
荘
の
給
食
調
理
場

を
有
効
活
用
す
る
こ

と
が
最
善
策
と
考
え

て
い
る
。

問 
学
校
給
食
は
保
護
者

だ
け
で
な
く
地
域
全

体
の
問
題
だ
。
佐
伯

地
域
に
配
慮
し
た
計

画
が
必
要
だ
。

答 

運
営
委
員
会
で
検
討

し
た
結
果
、
有
効
活

用
が
よ
い
と
い
う
こ

と
だ
。

問 

佐
伯
地
域
15
区
の
区

長
よ
り
「
※
要
望
書
」

が
出
さ
れ
て
い
る
が
。

答 

今
後
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
る
。

※「
要
望
書
」の
要
旨

　
『
基
準
に
不
備
が
あ
る
の

な
ら
、
児
童
生
徒
の
た
め

に
改
築
、
ま
た
は
新
築
し

て
教
育
・
地
域
環
境
を
守
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
趣

旨
の
要
望
書
』

意
見
①

   

教
育
委
員
会
は
、
子
供

の
た
め
に
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
第
一
に
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
中
で
、
統

合
に
は
問
題
が
あ
る
。

意
見
②

   

本
荘
の
調
理
場
で
余
裕

が
あ
る
の
で
、
統
合
し
て

有
効
活
用
す
る
の
が
ベ

タ
ー
で
あ
る
。
な
ぜ
大
金

を
投
じ
て
新
築
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
か
。

意
見
③

   
保
護
者
か
ら
統
合
案
に

特
に
反
対
は
な
か
っ
た
。

統
合
で
よ
い
。

意
見
④

   

運
営
委
員
会
の
進
め
方

は
フ
ェ
ア
で
あ
っ
た
。
給

食
調
理
場
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
。

食
の
安
全
面
、
財
政
面
や

保
護
者
の
意
見
を
聞
い
て

み
て
、
統
合
が
ベ
ス
ト
で

あ
る
。

令
和
２
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算

問 

本
庁
舎
非
常
用
電
源

装
置
設
置
事
業
で
工

事
費
に
1
億
5
6
0

万
円
と
い
う
多
額
を

計
上
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
訳
は
。

答 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
３

２
０
０
万
円
、Ｌ
Ｐ
ガ

ス
バ
ル
ク
貯
槽
が
２

０
０
万
円
、
基
礎
工
事
、

電
気
工
事
等
で
1
億

５
６
０
万
円
で
あ
る
。

問 

多
額
の
事
業
な
の
で
、

十
分
に
再
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

発
注
時
に
再
度
協
議
・

精
査
し
て
執
行
す
る
。

問 

先
般
、
ド
ロ
ー
ン
で

行
方
不
明
捜
索
を
神

戸
市
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
行
っ
た
と
い

う
が
、
ど
こ
の
会
社
か
。

答 
株
式
会
社
コ
マ
ツ
で

あ
る
。

問 
無
償
で
実
施
し
た
の

か
。

答 

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問 

ド
ロ
ー
ン
活
用
推
進

事
業
費
１
０
３
３
万

円
の
う
ち
、
物
流
検

証
実
験
の
委
託
料

7
6
8
万
円
の
内
容

は
。

答 

検
証
実
験
は
、
令
和

元
年
度
に
引
き
続
き
、

買
い
物
弱
者
の
生
活

物
資
の
配
送
に
取
り

組
む
。

問 

ド
ロ
ー
ン
活
用
推
進

事
業
に
あ
た
り
、
組

織
し
て
い
る
協
議
会

の
「
運
営
」
を
実
施

し
て
い
る
業
者
が
運

営
す
る
の
は
問
題
が

あ
る
。

答 

令
和
元
年
度
は
事
務

局
委
託
料
と
し
て
、

30
万
円
で
委
託
契
約

し
て
い
る
。
来
年
度

に
つ
い
て
は
十
分
検

討
す
る
。

わけ議会だより56号 p.12

委員長報告和気町議会には、２つの常任委員会と２つの特別委員会が
あり、付託された議案について、特に詳しく審議します。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

ドローン（Swift 021）
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委員長報告
令
和
元
年
度

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

問 

和
気
駅
前
南
ト
イ
レ

の
整
備
工
事
の
繰
越

明
許
費
1
6
6
5
万

円
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答 

現
在
設
計
を
終
え
、

入
札
段
階
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ

と
の
近
接
工
事
等
の

協
議
に
時
間
を
要
し

た
た
め
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業

　
　

 

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

施
設
整
備
費
受
益
者

負
担
金
1
0
6
万
３

０
０
０
円
の
7
件
分

に
つ
い
て
は
ど
こ
か
。

答 

森
区
の
分
譲
地
で
全

て
新
築
の
も
の
で
あ

る
。

国
民
健
康
保
険

　
　
特
別
会
計
補
正
予
算

問 

保
険
事
業
費
・
特
定

健
康
診
査
等
事
業
費

の
2
0
0
万
円
の
減

額
の
内
容
は
。

答 

特
定
健
診
の
当
初
見

込
み
を
40
%
か
ら
36

%
に
見
直
し
た
も
の

で
あ
る
。

令
和
２
年
度

　
　
一
般
会
計
予
算

問 

ド
ロ
ー
ン
撮
影
委
託

料
１
０
０
万
円
の
補

助
金
の
内
容
は
。

答 

山
間
部
農
地
確
認
を

試
験
的
に
行
う
た
め

の
も
の
だ
。
夏
場
の

暑
い
時
期
や
荒
廃
し

た
現
場
で
の
支
援
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

問 

敬
老
会
祝
賀
会
の
概

要
は
。

答 

77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、

99
歳
の
方
々
を
対
象

と
し
て
い
る
。
町
文

化
協
会
や
和
気
閑
谷

高
生
な
ど
に
協
力
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

問 
す
も
も
園
の
改
良
計

画
は
ど
ん
な
も
の
か
。

答 

造
成
か
ら
38
年
経
過

し
、
老
木
が
大
部
分

で
収
益
が
減
っ
て
お

り
、
今
後
４
年
か
け

て
順
次
植
替
え
・
抜

根
な
ど
を
行
う
計
画

で
あ
る
。

問 

佐
伯
地
域
買
い
物
弱

者
支
援
事
業
を
和
気

地
域
へ
普
及
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
る
か
。

答 

今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

国
民
健
康
保
険

　
　
特
別
会
計
予
算

問 

医
療
費
の
削
減
に
つ

い
て
保
険
者
と
し
て

ど
の
よ
う
な
努
力
を

し
て
い
る
か
。

答 

特
定
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
率
向

上
に
努
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
特
定

健
診
は
１
か
月
受
診

期
間
を
延
長
、
人
間

ド
ッ
ク
は
備
前
市
で

も
受
診
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

問 

受
水
費
４
２
７
７
万

７
０
０
０
円
の
う
ち
、

岡
山
県
広
域
水
道
企

業
団
の
受
水
費
は
県

か
ら
購
入
す
る
水
か
。

答 
そ
の
と
お
り
で
、
飲

料
水
確
保
の
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

厚
生
産
業

常
任
委
員
会

すもも園
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和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

問 

そ
の
他
雑
収
入
の
１

１
０
０
万
円
の
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
の

内
容
と
、
高
齢
者
の

入
浴
券
の
利
用
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
、
温
泉

ペ
ア
の
宿
泊
券
、
入

浴
食
事
券
な
ど
の
プ

ラ
ン
を
出
し
、
温
泉

利
用
券
は
、
45
%
の

利
用
率
を
見
込
ん
で

い
る
。

問 

集
客
の
取
り
組
み
や

温
泉
の
P
R
を
も
っ

と
検
討
し
て
は
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
は
大
き
い

が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

食
事
に
つ
い
て
も
利

用
促
進
に
努
め
て
い

き
た
い
。

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
事
業

特
別
会
計
予
算

問 

職
員
給
与
費
の
ウ
ェ

イ
ト
が
大
き
い
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答 

従
業
員
の
雇
用
形
態

や
、
食
事
の
提
供
方

法
な
ど
の
見
直
し
を

図
り
、
業
務
の
効
率

化
に
努
め
て
い
く
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
う
よ
う
な
施
設
改

修
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

和
気
鵜
飼
谷

温
泉
事
業

特
別
委
員
会

議員紹介  ～第４回～

07
File Number

神﨑 良一
所属政党：
当選回数：

生年月日：
血液型：
家族構成：
居住地区：

好きな食べ物：
趣　味：
座右の銘：

ひとこと：

無所属
２回

昭和３１年５月１８日（６3歳）
A型
大切な人（婚約中）、母、息子、孫2人
衣笠  稲坪
鮎、ほたるいか
カラオケ
 生涯現役

かん  ざき    りょう いち

08
File Number

山本　稔
所属政党：
当選回数：
役職：

生年月日：
血液型：
家族構成：
居住地区：

好きな食べ物：
趣　味：
座右の銘：

ひとこと：

無所属
２回
議会運営委員長

昭和３０年２月２８日（６５歳）
B型
妻と息子の３人暮らし
父井原
カレー、ラーメン、バナナ
スポーツ全般（見ることもすることも）
 練習は裏切らない

やま  もと         みのる

子どもたちの未来のため、和気町の
未来のため少しでも力になればと思
い頑張っています。また、ふるさと
の景観も残したいと思い、農業も頑
張っています。自慢できるふるさと
“和気”をいつまでも残すように頑
張りましょう。

尊敬する父の遺言と地区の皆様のご
支援で町議に立候補しました。
学生時代は英語を学び、社会人では
財務と海外経験を積んできました。
退職後は介護施設と学習塾で仕事を
してきました。
和気町に住んでいる方々が豊かに暮
らしていける町を強く望んでいます。
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和気町議会
チャンネル登録
お願いします！

和気町  議会
https://www.youtube.com/

（ユー チューブ）

動画投稿サイト

お
知
ら
せ

● スマートフォン・タブレットの方（アンドロイド・iPhone/iPad 共通）

右の QRコードを読み取ってください。
和気町議会の YouTubeチャンネルに移動します。
（カメラ機能またはバーコードリーダーのアプリが必要です）

① Yahoo! や Google で「和気町」のホームページを検索
　 https://www.town.wake.lg.jp/　または

② 　　  をクリック。

③ 　　  　　　　　　 をクリック。

④ 「議会中継」の項目から
　◇和気町議会ライブ中継  または ◇録画配信をクリック。
　YouTube 内の「和気町議会チャンネル」に移動します。
　観たい内容を選んでクリックすると、▶再生画面に移ります。

● パソコンの方（ Windows・Mac 共通 , スマホでQRコードが読めなかった方も ）

ご自宅で、外出先で、議会の様子がわかります

【ご注意ください】インターネット接続及び動画視聴時の通信料は、各自のご負担になります。
　　　　　　　　  動画再生には大量のデータ通信量が必要です。Wi-Fi 下などでの閲覧をおすすめします。

和気町

行政

ライブ中継も！
録画も！
24 時間いつでも！

和気町議会

最初の画面上に
みつからなくても
スクロールして
下の方を探して
みましょう！

議会 和気町議会



Editor's Note 編集後記

TheStory 今号の表紙「サクラサク」

和気町議会だより  第５６号
和気町議会広報編集委員会：岡山県和気郡和気町尺所555番地  TEL 0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ：https://www.town.wake.lg.jp/gyosei/choGikai または

令和２年４月 2４日 発行

和気町議会

撮 影 者：

撮影場所：

コメント：

松田和弘さん

吉井川ロータリーの公園

春は出会いと別れの季節。新生活を迎えた方もたく
さんいると思います。
テレビをつければ不安なニュースでいっぱいですが、
でもきっと大丈夫。
予防をしっかりして、みんなで前を向いていきましょ
う。
みなさんの新年度が素晴らしいものになることを、
心から願っています。

　  （若旅 啓太）

　コロナウイルスで議会も感染防止・時間短縮のため、一般質問を自粛する異常
事態になり、びっくりされた方も多いと思う。しかし、私はここでもう少し冷静
になって、最も賢明な判断をして、この緊急事態に対応することが必要と思う。
　世界経済にも戦後最大の試練となっている。この問題に対して国民的叡知を結
集して乗り越えていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　 　（西中 純一）

p.16

表紙写真を募集しています

表紙写真はトリミングして掲載させていただきました。

あなたが撮った写真が『議会だより』の表紙になります！
発行月（1、4、7、10 月）にふさわしい町民の笑顔やイベント
行事などの写真をお送りください。
採用になったお写真は、『議会だより』表紙に掲載するととも
に、紙面で紹介させていただきます。また、和気町ＰＲグッ
ズを差し上げます。
　＊詳しい応募要項は、和気町議会
　事務局までお問い合わせください。

写真はイメージです。
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